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1. 熱中症一時休憩所のGIS整備

2. 取り組みに至った経緯

3. 業務引継ぎや他部局との連携

4. 情報発信におけるGIS活用

熱中症一時休憩所の

周知啓発におけるGIS活用

熱中症予防の普及啓発

現状・課題

福祉保健部

概 要

健康分野

 県内における熱中症搬送者数は増加傾向。
 熱中症に対する理解促進のための広報活動や
極端な高温時の予防対策が必要。

●ＳＮＳや新聞、ラジオ等の広報媒体を利用した、熱中症予防への普及啓発
●県内各所へ熱中症一時休憩所（公共施設や薬局、商店、コンビニ等）の設置を促進

H29 H30 R1 R2 R3 R4
熱中症一時
休憩所数

426 582 603 566 537 544 

■熱中症一時休憩所登録数推移表（R4.6.30時点）

適応策

※平成２５年の記録的猛暑を受け、翌年２６年度から開始

① エアコンが入っている。

② 座って休憩ができる。

③ 水分補給ができる。
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 デジタルマップの作成公開

https://www.arcgis.com/apps/dashboards/45216042f4ae40c9aeb02d994437c7d4
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大分県庁別館
〒870-0021 大分県大分市府内町３丁目１０−１
★「現在地」から徒歩３分（２４０m ）★

より使いやすくするために

PC スマートフォン
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OCCACの取組みの紹介 適応策についてのヒアリング

マッチング win-win

 GISソフトやアプリの使い方

 今後の取組みに関する方針

引継ぎも重要！

“相互リンク”のお願いも忘れずに！



5

藻場アプリ
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ご清聴ありがとうございました。


